
１ 

 

「考古博物館 企画展」と「夏休みこども体験博物館」の開催について 

１ 企画展「鈴鹿の遺跡５ 徹底解剖！須賀遺跡」 

◆趣 旨 

  企画展「鈴鹿の遺跡」シリーズは、市内の遺跡に注目し、発掘調査成果を紹介する

展示です。これまでに「椎山の中世陶器」、「タイムトリップ上箕田」、「石薬師東古墳

群」、「中勢バイパス関連発掘遺跡展｣を開催しました。 

５回目となる今回は、鈴鹿市役所からほど近い須賀一丁目から矢橋三丁目に広がる

須賀遺跡を取り上げます。 

須賀遺跡は、弥生時代から近代まで断続的に人々が生活を営んでいた遺跡で、弥生

時代の環濠集落が注目されてきました。近年、古代の掘立柱建物群が確認され、荘園に

関連する施設の可能性が指摘されたことで、新たに研究者の注目を集めておりますこ

とから、これまでに実施した 12次にわたる発掘調査の成果を徹底的に紹介します。 

今回の展示をとおして、鈴鹿の歴史が埋もれた遺跡が身近にあることを知るととも

に、発掘された遺構や遺物から当時の風景を思い描くことで、鈴鹿の歴史や考古学に

対する関心を高めるきっかけとします。また、夏休み期間中に博物館を訪れる多くの

こどもたちが教科書で学ぶ土器や石器などの「実物」を実際に目にすることで、鈴鹿の

歴史に対する誇りや親しみを育みながら、学習意欲を高める一助とします。そして、今

後も博物館を訪れる機会が増えるような展示を目指します。 

 

◆と き 

会 期：令和７年７月５日（土）から８月 31日（日）まで 

 休館日：毎週月曜日、第３火曜日（祝休日の場合は開館） 

祝休日の翌日（土、日曜日・祝休日の場合は開館） 

 

◆ところ 

 鈴鹿市考古博物館 特別展示室 

 

◆展示構成 

 ◇弥生時代の須賀遺跡  ・環濠集落 －濠とお墓はあるけれど－ 

             ・土器の形 －地域のつながり－ 

 ◇古代の須賀遺跡    ・建物群とレアな陶器 －荘園との関係－ 

 ◇各調査地の成果    ・調査概要を写真パネルと共に紹介 

 

◆主な展示資料 

  東海地域最大級の弥生土器壺（市指定文化財）、弥生時代のものであったとすれば県

内で２例目となるヒスイ製勾玉、県内でもわずかな遺跡からしか出土していない二彩

陶器小壺など注目を集めた遺物を中心に、発掘調査の写真パネルを合わせて展示しま

す。 
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 ◇須賀遺跡出土 

  弥生土器、須恵器、土師器、二彩陶器、近世陶器、近世瓦、土製品、石製品 ほか 

 ◇参考展示 

 出土遺跡 所蔵・保管機関 

弥生土器 朝日遺跡 あいち朝日遺跡ミュージアム 

二彩陶器 打田遺跡・伊賀国府跡 三重県埋蔵文化財センター 

 ◇パネル展示 

 出土遺跡 所蔵・保管機関 

弥生土器 朝日遺跡 愛知県埋蔵文化財センター 

 

◆開館時間 

 ９時から 17時まで (入館は 16時 30分まで) 

 

◆観覧料 

 企画展 常設展 

一般・学生 200 円（企画展・常設展共通） 

小・中学生 無料 100 円 

※団体（20名以上）は各 50円引き 

※障がい者の手帳等をお持ちの方とその付添の方 1名、70歳以上、未就学児は無料 

（証明できるものを窓口で提示） 

 

◆関連講演会「須賀遺跡の弥生土器 ‐海辺の貝で描くこと‐」 

日時：令和７年７月 5日（土） 13：30から 

講師：石黒 立人（たつひと）氏（元愛知県埋蔵文化財センター） 

 

◆弥生土器観察会（夏休みこども体験博物館の講座内で開催） 

日時：夏休み期間中に開催（３回程度） 

対象：小学校 5年生から中学校３年生まで 

（観察会のみ一般・学生の参加も可能、ただし観覧料必要） 

講師：吉田 真由美（鈴鹿市考古博物館） 

 

◆クイズラリー 

  展示の内容や考古学の用語などの解説とともに、展示に関連したクイズを掲載した

リーフレットを配布することで、展示をじっくりと観察するきっかけとし、考古学に

対する関心や学習意欲を高める一助とします。 

なお、全問正解者には、考古博物館マスコットキャラクターのグッズをプレゼント

します。 

 期間：令和７年７月 19日（土）から８月 31日（日）まで 

 対象：小・中学生 
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２ 「夏休みこども体験博物館 2025」 

◆趣 旨 

 こどもやその家族などが体験講座に参加することで、考古博物館や史跡伊勢国分寺跡

歴史公園の存在を知ってもらい、地域の歴史と埋蔵文化財に興味・関心を持つきっかけ

づくりをする。 

 

◆と き 

 期 間：令和７年７月 19日（土）から８月 31日（日）まで 

休館日：月曜日、第３火曜日（祝休日の場合は開館） 

    祝休日の翌日（日曜日・祝休日の場合は開館） 

 

◆ところ 

鈴鹿市考古博物館 講堂、ホール、玄関前等 

 

◆対 象  

中学生以下（勾玉作り及び当日受付の講座は、年齢制限なし） 

※いずれの体験も小学校３年生以下の参加者は、保護者（高校生以上）の付添人（補

助をする方）が必要。 

 

◆内 容（詳細については別紙のとおり） 

◇毎日開催の体験講座（休館日を除く） 

勾玉作り体験（白・ピンク・黒）  体験料：300円 

※事前予約制(電話、博物館窓口で先着順に受付)  

令和７年７月６日（日) 9:00 受付開始 

なお、空席がある場合に限り当日受付可能。 

◇毎週水・木・金曜日開催の体験講座 

  午前：缶バッジ作り  体験料：100円（2個） 

  午後：火起こし体験  体験料：200円 

（雨天及び熱中症特別警戒アラート発表時等の場合は缶バッジ作りに変更）   

※当日受付制(博物館窓口で先着順に受付) 

◇日替わり体験講座（休館日と７月 19日（土）、23日（水）、29日（火）、 

８月５日（火)、13日（水）、26日（火）、31日（日）を除く） 

※事前予約制(電話、博物館窓口で先着順に受付) 

令和７年７月６日（日) 9:00 受付開始 

なお、空席がある場合に限り当日受付可能。 

※一部当日受付制の講座あり(博物館窓口で先着順に受付) 
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◆広報活動  

・広報誌：広報すずか（令和７年７月５日号） 

・ウェブサイト：鈴鹿市、鈴鹿市考古博物館、 

鈴鹿市こども政策課子育て支援サイト「きら鈴」 

・SNS：鈴鹿市公式 LINE、鈴鹿市考古博物館X、鈴鹿市考古博物館 Facebook 

・マスメディア：市政記者クラブに情報提供 

・チラシ：市内小中学校及び近隣の四日市市内小学校にチラシ送付 

          （市内小学校は全児童数分、市内中学校・四日市市内小学校は学級数分） 

市役所及び市内各施設にチラシ設置 

国分町自治会に回覧 

 

 

◆問い合わせ先 

 ◇企画展「鈴鹿の遺跡５ 徹底解剖！須賀遺跡」 

  鈴鹿市考古博物館  担当 宮﨑 ・ 吉田 真由美  直通電話 374-1994 

 

 ◇「夏休みこども体験博物館 2025」 

鈴鹿市考古博物館  担当 宮﨑 ・ 仲村 唯  直通電話：374-1994 


